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（仮訳） 

麻生日本国副総理とペンス米国副大統領による 

日米経済対話第２回会合に関する共同プレス・リリース 

 

２０１７年１０月１６日 

 

 

本日，麻生太郎日本国副総理及びマイク・ペンス・アメリカ合衆国副大統領

は，日米経済対話第２回会合を開催した。本日の会合において，麻生副総理及

びペンス副大統領は，経済対話の議長として，二国間の経済，貿易及び投資関

係を強化することの重要性を確認した。強力な内需主導の成長や公正な貿易慣

行の促進は，二国間の貿易及び海外直接投資を拡大させることが可能であり，

経済成長及び雇用創出に寄与するとともに，よりバランスのとれた貿易をもた

らし得る。日米両国は，近い将来に進展を示すために本対話においてモメンタ

ムを構築することにコミットした。 

 

貿易及び投資のルール/課題に関する共通戦略 

 

（１）第三国による不公正な貿易慣行に対して，更に効果的なエンフォース

メント活動をもたらすとともに，（２）高い貿易投資基準を推進する上での共通

の関心に係る新しい分野を特定するため，専門家レベルの作業が進行中である。 

 

二国間の貿易事項に関し，日本産柿生果実及びアイダホ産ばれいしょに対す

る制限の解除を含め，いくつかの初期の進展が得られた。自動車貿易分野では，

日本は，輸入自動車特別取扱制度（ＰＨＰ）の下で認証される米国産自動車輸

出のための騒音及び排出ガス試験に関する手続を合理化する。日本は，国際協

定を通じて保護を受けるものを含む，地理的表示（ＧＩ）制度について国内の

法及び手続に基づき，意義ある透明性及び公平性を確保することにコミットし

た。日本は，また，ライフサイエンス・イノベーションに関する償還政策につ

いて意義ある透明性を引き続き確保することにコミットした。日米両国は，近

い時期に二国間の貿易事項に関し，更なる進展を達成するための作業を強化す

ることを確認した。 

 

経済及び構造政策分野における協力 

 

日米両国は，Ｇ７で確認された三本の矢のアプローチ（相互補完的な財政，

金融及び構造政策）の積極的活用を再確認した。 
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日米両国は，金融規制制度は，安全性及び健全性に係る高い水準を維持し，

金融システムに関する国民への説明責任を確保しつつ，規制によるコスト及び

負担を削減するよう調整されるべきであるとの認識を共有した。 

 

国際開発金融機関の主要なステークホルダーとして，日米両国は，最も高い

国際基準及び債務持続可能性との整合性を保ちつつ，持続可能かつ包摂的な開

発を推進すべく緊密に連携していくことにコミットした。 

 

分野別協力 

 

日米両国は，両国における経済的利益及び雇用創出を促進するために，個別

分野について協調を行っている。それらは，投資増大，質の高いインフラの促

進及びエネルギー連携の深化に係るプログラム，ビジネスのためのグローバル

な競争条件の公平化を図る共有された戦略の策定に向けた対話並びにデジタ

ル・エコノミー及び包摂的な労働力参加を含む個別分野での協力の促進のため

の活動に主眼を置いている。 

 

日米両国は，インド太平洋地域におけるインフラ・プロジェクトは，市場競

争，透明性，責任ある資金調達，開かれ，公平な市場アクセス並びにグッド・

ガバナンスの高い基準と整合的であるべきことを確認した。本日，日米両国政

府は，インフラ整備，資金調達，メンテナンス及び高度道路交通システムを含

む交通分野の協力強化のための協力覚書に関する協議を妥結した。 

 

 エネルギー連携について，日米両国は，液化天然ガス，高効率石炭，ＣＣＵ

Ｓ（二酸化炭素回収・利用・貯留），民生用原子力，エネルギーインフラを含む

様々なエネルギー案件に係る具体的な成果が近い将来に発表されることを期待

する。 

 

 


